
2023年4月20日(木)14:00～15:30 会場：プレンティホール
第14回 ワールド・カフェ♪～地域で生きるために～
「一歩すすめよう！ 精神疾患の疑いケースの対応」

研修会報告

【参加者からの感想】（アンケートより）

医 師） ・ 時間制限がありましたが、まずまずの意見交換が出来て良かったです。

対面の方がいいかと…。

看護師）・オンラインでの学びでなく、対面での意見交換・現状等聞くことができ
1111111111て良かった。
11111111・認知症と精神疾患の区別が難しい。病院へのつなぎ方が難しいとの意見
1111111111も多かった。適切な医療に繋げられるようにしていきたい。

あんしんすこやかセンター）・精神科・一般病院での対応状況等情報が得られたこ
1111111111とが良かった。多職種と情報交換ができ、様々な意見を伺えたことも良
1111111111かった。

ケアマネ）・精神疾患の方が増えてきているので、今日の勉強は非常に役に立つ。

・精神科病院へ相談がしやすくなった。困っている事が共有できた。

施設職員）・職種や立場が変わると考えや見方が違い、参考になりました。

西区医療介護サポートセンター

報告：「精神疾患？」
神戸白鷺病院 医療福祉相談室 室長 沖田修司氏

“こんなことで困ったり不安を感じていませんか？”
1日に何回も電話が来る… 周りの人に意地悪されてるというけど…
具体的に、うつ病と認知症の違い、認知症とうつの合併の危険性、
老年期うつ病、精神科へつなげる時期、他伺いました。

報告を受けて、ワールド・カフェのテーマについて皆様に考えていただきました。
精神疾患について学び、 後、ワールド・カフェ開催
1ラウンド：精神科につなぐことについて
2ラウンド：キーパーソンがいない場合の対応について
3ラウンド：精神疾患の疑いケース対応について
※ラウンドテーマ：申込み時にいただいた「テーマ」を検討。

・参加者43名、10グループにて検討。
・今回のご意見は、第12回事例検討会へ反映します。

～多数のご意見ありがとうございました～

「精神疾患の疑いケースへの対応について」
・複雑な背景をもつ利用者を支援する専門職の理解
・現場での実情の意見交換
・皆さんと話したり聞いたりして、心をホッとする
を目的に、約2年半ぶりに対面研修開催しました。
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